
※数値はいずれも本校生のみ

1期生 2期生 3期生 ４期生 ５期生 6期生 合計

内訳 人数 内訳 人数

企業就労 24 1 企業就労 24

福祉就労 6 1 福祉就労 4

その他 1 1 その他 3

合計 31 合計 31

※その他：能力開発校
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＜退職者数について＞

1期生 2期生 3期生 4期生 5期生 1期生 ２期生 3期生 4期生 5期生

31 32 31 32 32 8 9 8 5 5

24 26 26 24 26 1

8 9 9 6 3 8 9 8 5 6

7 6 5 4 2

3 0 2 1 1

26 23 24 23 26

進路指導部を中心に旧学年団の先生方にご協力いただきながら卒業生のアフターケアに対応することができました。
令和4年度前期のアフターケアについて、以下の通りご報告させていただきます。

　卒業生アフターケアまとめ

令和４年度前期　すながわ高等支援学校

１．令和4年前期アフターケア件数（令和4年9月末現在）

アフターケア対応件数
（電話応対も含む）

10 7 3 17

＜６期生アフターケアの内訳＞

11 50 98

【アフターケアの内容】

〇障害者就業・生活支援センター（就・）での面談同席

〇来校相談（本人、保護者）

〇電話での近況の聞き取り（本人、就労先、就・）

＜6期生進路内訳＞

卒業時 令和4年９月末

※企業就労　1名退職、現在求職中

※福祉就労→企業就労１名、その他１名

２．6期生について（卒業後1年目は、集中支援の時期）

対応内容

電話対応 ※就労先、本人、保護者などからの相談、就・との情報共有

就労先訪問 ※就・との引継ぎを兼ねた初回訪問を含む

来校相談

家庭訪問

就労支援会議 ※ジョブコーチ支援、ＧＨ利用の卒業生

就・面談同行

合計

※「就労に関するアンケート」を依頼し、21社中２１社から回答を得ることができた。
※福祉サービス事業所から支援方法の問い合わせ、訪問依頼もあった。

３．1～５期生について（支援の主体を就・へ引き継いでいく時期）

卒 業 生 数 退職者数（Ｒ４.3月末まで）

就 職 者 数 退職者数(Ｒ４.4～9月末）

退 職 者 数 合計

退 職 者 の う ち
再 就 職 し た も の 【退職の理由】

卒業後就労したもの 〇自己都合

現在企業就労している
もの


